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「人」＋「サイバー・フィジカル空間」を融合し、遠隔であっても 人と人 、人とロボット 、人と仮想空間 が一体化された 
人・AIロボット・情報系の融合空間（サイバニクス空間）」を扱うことができる「HCPS融合人協調ロボティクス」で、 

超高齢社会が直面する様々な社会課題の解決を実現する！ 　　

人とテクノロジーが共生するあるべき姿の未来を描き、未来開拓に挑戦し続ける！

機関トップへの

近未来技術等
世界に挑戦する人づくり

世界の若手科学者を一堂
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サイバーダイン
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最先端人支援技術を実現
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つくばイノベーションエコシステム

事業プロデューサー

内閣府最先端研究開発推進プログラム
FIRST 中心研究者（統括）

内閣府革新的研究開発推進
プログラム ImPACT  PM

世界経済フォーラム（ダボス会議）
Council Member、

第４次産業革命センターの設立

国土交通省
スマートシティプロジェクト
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アーキテクト会議エキスパート

文科省Society5.0実現化
支援事業、推進委員

ロボット革命・産業IoT
イニシアティブ協議会：

評議員／幹事
／ステアリングボード

内閣府戦略的イノベーション創造 
プログラム（SIP） 

プログラムディレクター

・経団連、経済同友会メンバー
・上場企業社長
・J-Startup当初からのメンバー

リーダー、サブリーダ

様々なステークホルダー等への説明・調整
学術会(600回を超える特別・招待・基調講演）
政府・議員への説明、国際連携等の推進

科学技術イノベーション（STI）による未来開拓
好循環のイノベーション創出に向けた挑戦

PDの活動・役割・経緯等



確実にやってくる超高齢社会 
における生活等の諸問題

生産者人口の減少

激増する高齢者や子供の対応で 
生活の自由度が制限

高齢化による自立度の低下

（【A-1】～【A-9】）課題が取り組む全体像は何か？（日本国として目指すべき姿は何か）： 
　　課題実施の背景：超高齢社会が直面する諸問題を解決するための取り組み・・・Society5.0/5.1の出口イメージも含む



確実にやってくる超高齢社会における生活等の諸問題

・脳神経系からロボット, AI, サイバニクス技術, クラウド, スパコンまでが繋がった 
　　　　　　　　　　　　　　　　　HCPS融合人協調ロボティクス統合化プラットフォーム　 
　→ 関係省庁からの省令や「ロボット技術利用促進法(仮)」等の導入促進ルールの整備 
　→ 産業連携体などによる経済サイクル形成・国際産業化へ 
　→ 超高齢社会の社会課題解決に向けたロボット活用の拡大による社会変革・産業変革 
　→ 『人』＋『サイバー・フィジカル空間』の融合！  ! 戦略的イノベーションによる“Society5.0/5.1”の実現！

 人・ロボット・情報系の融合技術(サイバニクス)  
　を中心とした人協調型ロボティクス

HCPS融合 
サイバニック化 

マスター・リモート
技術

脳神経系からロボット、 
スパコンまでが繋がる 

HCPS融合人協調ロボティクス 
統合化プラットフォーム

技術的取り組み

心身の自由度向上のための 
人協調ロボティクス技術

心身の自立度向上のための
人協調ロボティクス技術

　関係省庁での 
 　　導入促進ルールの整備、 

　国際規格、　 
　民間保険等 

↓ 
　社会実装・ 
　経済サイクル 

↓ 
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生産者人口の減少 激増する高齢者や子供の対応で 
生活の自由度が制限

高齢化による 
自立度の低下様々な人協調型ロボティクス
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生活・作業支援系
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Mobile base of Flat type Mobile base of 4 legs type Personal Mobility
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・・・

人協調型ロボティクス技術・サービスによって、社会変革・産業変革へ

・非装着：代替型：遠山アーム

5G/6G

・非装着：代替型：遠山アーム

国交省
厚労省 農水省



Society5.0/5.1の実現に向けた当該課題全体の取り組み：意義の重要性、SIP制度との整合性、取組み内容の適切性



技術開発、事業（事業モデルの提案・解析）、制度（ルール整備）、社会的受容性、人材を含めた５つの視点から必要な戦略を検討
しており、SIPの基本方針（科学技術イノベーション創造推進費に関する基本方針）との整合性が図られている。

技術開発
基盤技術・社会実装技術の開発 
･技術的観点から実現すべき項⽬
をTRL6〜7以上にする。

「人」＋「サイバー・フィジカル
空間」が融合複合したSociety5.0
を実現する人・AIロボット・情報
系の融合技術を中心とした人協調
ロボティクス領域の拡大・発展へ 
･人協調型ロボティクスの普及に
必要な協会等を始動させ、情報ソ
ケットの共通化等の標準化促進・
定期的な連携促進活動

SIPでの取組

新産業連携体等との取組

制度
持続的な事業体制の構築 
･多種のロボットの導入／メンテ
ナンス／サポート等を含む円滑で
サステイナブルな運営・事業体制
（協会・協業連携等も活用）の構
築。 
・当該システムが機能するために
必要となる制度や規制等の整備
（導入促進ルール等） 
・関連ファンド等の活用による
オープンイノベーションの推進

インフラ連携の在り方： 
･ロボットが活動する環境（屋
外・屋内・エレベータ等）での監
督官庁・関連組織との連携。 
・導入促進ルールの制定

SIPでの取組

関連省庁・組織等との取組

社会的受容性
対象者や関係者の理解と協力 
･データマネジメントポリシーの
明確化、利用者や関係者への利便
性・安全性の説明、体験会を通じ
た理解を通して社会受容性の向上
を図る。 
社会での受容性を高める取り組み 
･超高齢社会での課題解決のよう
な社会課題解決型の取り組みで
は、経済サイクルの中に「導入
ルールの整備」など省庁連携の取
り組みが必要であり、その実現を
通して、社会での受容性を高め

社会での受容性を高める取組み 
･普及に向けた官民の役割の整
理、社会課題解決と事業構築の両
輪を実現するための仕組みづく
り、官民連携等。

SIPでの取組

関連省庁・組織等との取組

人材
人材確保・育成 
･人＋サイバー・フィジカル空間を
軸とした人協調型ロボティクス分
野の人材育成（教育機関、協会、
企業等との連携）推進。 
・人協調ロボティクスの開拓（人
材育成を含む）を推進する協会、
協力機関等との連携による実践的
OJTの推進。 
・関連省庁の後押しにより人材育
成機関を設置し、教育認定制度の
構築を目指す。（当該領域の国際
的なイノベーション推進人材育成
のための大学院大学等）

関連省庁、新産業連携体等 
との取組

ミッション 
● 高齢者を抱えたり子育てなどにより生活スタイルや働き方が多様化していく中で、世代を超えた人々の自立度・自由度を高め、生活（職場を含む）における諸問題を解決できる安心
安全な社会の実現に向けて、HCPS融合人協調ロボティクス（「人＋サイバー・フィジカル空間」融合人協調ロボティクス）を社会実装することを目的として、当課題全体を一体的
に連動させながら取り組む。2025年度には、ミッション達成に向けて、HCPS融合人協調ロボティクスに必要な基盤技術の到達度評価、及び、この段階での基盤技術のサブ課題の関
連技術を連動させたシステム化・運用技術評価など社会実装関連技術の評価を行う。また、当課題のミッションを達成するための取り組みとして、2025年度までに「人＋サイバー・
フィジカル空間」を扱う人協調ロボティクスの開拓（人材育成を含む）を推進する協会（新産業推進連携体：関連企業、保険会社、建設会社、関連協会等）を始動させ、全方位的（導
入促進ルール、民間保険等の整備を含む）に当課題が力強く推進力を持って機能するよう試み、2027年度を目処にユースケース（社会実装の出口を含む） に対応したシステムを海外
を含む10拠点以上で社会実装・実運用開始させる。実運用からのフィードバックを通して持続的・発展的経済サイクルの構築に向けたイノベーション創出ループが回っている状態と
する。そして、2033年度頃までには、国内外で30拠点以上の事業推進へと発展させ、当該取り組みの垂直展開に加え、他の領域への水平展開（「経済／安全保障」などが複合的に
連動）へと拡大させる。このような好循環のスパイラルを経ながら、世界をリードし続ける官民一体の更なる戦略的イノベーションへと繋いでいく。 

● 到達レベルについては、TRL：6～7以上、BRL：6～7以上、GRL：6以上、SRL：6以上、HRL：6以上　を目指す。

社会実装に関わる現状・問題点 
● 社会課題解決型の取り組みは、一般には政府が実施すべき領域であることが多く、そもそも経済サイクルが成り立ちにくい。官民が一体となって、世代を超えた人々が安心安全に生
きていくための科学技術イノベーション政策の観点から、社会コストを大幅削減させる当該取り組みが必要となっているが、SIP以前の縦割りの政策では対応できていない。 

● 社会課題を解決しようとする取り組みでは、先進的テクノロジーでミッションを達成し社会実装を推進しようとしても、ミッション達成が先端的であるが故に市場開拓をゼロから開
始する必要があり、適切な経済サイクルを成立させるためには、パブリックセクター側に技術導入を促進する戦略が必要となる。例えば、適切な労務環境構築を省令や法令でガイド
することで、先進的科学技術の導入が促進されることへと繋がるため、関連する規則やそれぞれの産業分野の商慣習等を分析しルール整備へと繋げていく取り組みが求められてい
る 。

事業
持続的・発展的経済サイクルを有
する事業モデルの提案・解析 
・イニシャル／ランニングのコス
トの分析・整理 
・販売手法の開拓（売り切り、レ
ンタル、インセンティブ等） 
・導入／メンテナンス／サポート
等を含む円滑でサステイナブルな
運営・事業モデル 
・持続的・発展的経済サイクル

想定領域以外でのニーズ開拓： 
・関連省庁等との協議を通して、
複数の人協調型ロボティクス技術
を組み合わせることで、新たな
ニーズを捉え、持続的なロボティ
クスサービス事業へと展開。
関連省庁・組織等との取組

SIPでの取組

　課題のミッション、および、XRLの5つの視点
• 【重点要素】５つの視点の成熟度レベルを活用し、必要な取組の抽出と進捗度の可視化（次ページ）を行っている。

社会実装計画の考え方や知財・ビジネス戦略等



ミッション（概要版）： 
　HCPS融合人協調ロボティクスの基盤技術開発、社会実装技術開発、導入促進ルール等の整備、関連機関・
協会や省庁との連携を行い、2027年度を目処に国内外10拠点以上でユースケース（社会実装の出口を含む） 
に対応させた社会実装・実運用を開始する。また、課題全体を一体的に連動させながら取り組み、好循環のイ
ノベーションスパイラルとなるようサイバニクスを中心とした「人協調ロボティクス産業」の創出・発展を先
導する。

将来像の実現に向けて、ビジョン／コンセプト、ミッションを以下のように明確化している。

ビジョン／コンセプト： 
　超高齢化、子育て、人手不足などへの対応により生活や働き方の変化が強いられていく中で、世代を超えた
人々の自立度・自由度を高め、生活・心身等の諸問題を解決できる安心安全な社会（Well-being社会）の実
現に向けて、健康状態、身体機能、認知・心理などに問題を抱える人々や広く社会で働く人々を対象に多様
な領域を包括するライフイノベーションへの取り組みとして、人とサイバー・フィジカル空間が高度に融合
した人協調ロボティクス（HCPS融合人協調ロボティクス）の基盤技術・社会実装技術の開発、円滑な社会実
装を促進するための環境整備（導入促進ルールの整備）等を実施することを通じて、住宅を含む生活空間への
ロボット導入モデルと経済サイクルを伴う社会実装モデルを確立し、人・AIロボット・情報系の融合複合技術
を軸とした人協調型ロボティクス社会の実現を目指す。

　ビジョン、ミッションの明確化



「人」＋「サイバー・フィジカル空間」を融合し、遠隔であっても 人と人 / 人とロボット / 人と仮想空間 が一体化された 
人・AIロボット・情報系の融合空間（サイバニクス空間）」を扱うことができる「HCPS融合人協調ロボティクス」で、 

超高齢社会が直面する様々な社会課題の解決を実現する！ 　　HCPS: Human-Cyber-Physical Space

・非装着：代替型：遠山アーム

5G/6G

5G/6G

5G/6G

！

HCPS融 合 
人協調ロボティクス 
統合化プラットフォーム　
データ連携・集積・解析・AI処理

人

AI 
ロボット

AI 
情報

HCPS融合人協調ロボティクス 
「人」+ 「サイバー・フィジカル空間」の融合

Mobile base of 4 legs type

• 自立支援 
• 健康管理支援 
• コミュニケーション支援 
• 遠隔作業支援 
• 見守り支援 
• 家庭内作業支援 
• 清掃支援 
• 搬送支援 
• 避難支援 
• 警備・施設点検支援 
など

Mobile base of 4 legs type

Society5.0/5.1の実現に向けた取組み内容、将来像（出口イメージ）等



ユースケース事例： 
１）自立支援・健康生活支援：要介護予備軍・要介護者の自立度向上のための機能改善支援技術の展開事例、介護者支援による展開事例 
２）住環境等での健康生活支援：屋内での清掃、遠隔技術による点検、見守り等の展開事例 
３）職場環境等での活動支援：ビル内での物品搬送・清掃・買い物等のサービスの展開事例 
４）作業支援：ビル等での点検・作業サービス等の展開事例 
５）災害時人支援：災害時の避難支援（煙の中での呼びかけ・探索）、避難状態での健康管理・遠隔支援等への展開事例

ユースケース１, 2（自立支援・健康生活支援）：要介護予備軍・要介護者の自立度向上のための機能改善支援、介護者支援（住宅・施設内、
自律・遠隔技術系の活用等）、見守り支援 
対象：要介護予備軍の高齢者、要介護者が、１）増加、２）自立生活が困難、３）介護者不足という社会問題を解決するため、 
　　　ａ）要介護予備軍の高齢者、要介護者、　 b）施設の介護者、c)家庭の介護者　を対象として 
達成目標：自立度向上、自由度向上、QoL/ADLの改善、高齢者・障害者のwell-being向上 
　　　　　　・・・KPI：自立度または自由度向上30％ → 公的支出の削減へ 
検討事項：医療健康系について遠隔・自律での支援技術の実適用(遠隔診断が実現され、薬剤の遠隔処方が実現されてきた背景も参考)、JETRO
等を介した各国への展開支援策の検討

ユースケース3, 4（職場環境等での活動・作業支援）：職場環境での物品搬送・清掃・買い物・作業業務支援（自律・遠隔技術系の活用等） 
対象：オフィス、ビル、施設（介護施設、病院等を含む）、人がいると汚染される環境等での活動・作業を支援対象として 
達成目標：搬送員・清掃員等の労働者不足、適切な労働環境構築、目視での点検作業、手指での作業などを、当課題の技術により実施 
　　　　　労働者の自由度向上、労働者の可処分時間の延伸、適切な労務環境の実現 
　　　　　　・・・KPI：対応領域での人の作業・労務時間を削減20～30％（検証施設） 
検討事項：人による定期点検作業がルール（行政的、業界的）となっている点検作業や定期作業を、当該技術によって実施できるかについて
検討（遠隔診断が実現され、薬剤の遠隔処方が実現されてきた背景もある）、　JETRO等を介した各国への展開支援策の検討

社会実装の出口２

社会実装の出口１

社会実装の出口：当初にユースケース事例として示した５つの例を、社会実装の出口として大きく２つに整理
当課題が実現するビジョン「健康等に問題を抱える人々や広く社会で働く人々を対象に多様な領域を包括するライフイノベーションへの取り組
み」として、下記の５つのユースケースの事例を、社会実装の出口１（ユースケース：１、２を中心に）、社会実装の出口２（ユースケース：３、
４を中心に）として２つに整理。



• 個別の研究開発テーマの目標及び工程表は明確であり、実現可能なものである。

 by  Dr.Sankai

サブ課題１：要素としての基盤技術 
⇅ 

サブ課題２：社会実装技術 

これらサブ課題１、サブ課題２の技術を「人協調型ロボティクス基盤技術」としてまとめる。 

そして、この「人協調ロボティクス基盤技術」を活用して、様々なユースケース（適用事例）へ展開していく。 

ユースケースについては優先順位をつけて取り組む。 

サブ課題間・テーマ間での一体的な研究開発
【人協調型ロボティクス基盤技術】 
　をひとつのかたまりとして捉え、 
　取り組む

本課題は、「人」＋「サイバー・フィジカル空間」（HCPS）が融合したHCPS融合人協調ロボティクスという新領域開拓を推進す
るため、技術開発及び社会実装を推進するものであり、基盤技術開発（サブ課題1）と人・AIロボット・情報系が融合したサイバニ
クス空間を通じた生活空間におけるユースケースに対応した社会実装技術（サブ課題２）を一体的に連動させながら開発を進める。

個別の研究開発テーマの設定と、課題の一体的な推進について



本課題では、基盤技術開発を中心としたサブ課題１の５テーマ（５事業）及び社会実装技術開発を中心としたサブ課題２の３テーマ
（５事業）の全体が組み合わさることで社会実装が進められるが、これらのサブ課題（及び各テーマ）ごとに社会実装のために最終的
に担う役割が異なることから、５つの視点の成熟度の目標設定および進捗度の可視化については、全ての研究開発テーマに対して５つ
の視点全てを求めることではなく、内閣府事務局からのQ&Aにも記載の通り、当課題全体として設定目標に対する進捗度を示すことが
適切と考えている。

サブ課題２：	
人・AIロボット・情報系の融合複合技術を中心としたHCPS融

合人協調型ロボティクスの社会実装技術開発

超高齢社会における世代を超えた人々が直
面する社会課題の解決に向けたHCPS融合
人協調ロボティクスの社会実装技術開発

住宅・ビル等の人協調ロボティクスの
社会実装技術開発

生活空間での人協調ロボティクスの
円滑な導入・活用・メンテサービスの

社会実装技術開発

人・AIロボット・情報系のHCPS融合技術のシ
ステム化基礎技術開発

人協調ロボティクスにおける
環境認知系基盤技術開発

人協調ロボティクスの
移動系基盤技術開発

人協調ロボティクスにおける
HCPS要素技術研究開発

人協調ロボティクスの
スマホアプリ・データ連携系基盤技術開発

サブ課題１：	
人・AIロボット・情報系の融合複合技術を中心とした

HCPS融合人協調型ロボティクスの基盤技術開発

事業 
BRL 制度 

GRL
社会的受容性 
SRL

主に 主に

技術開発 
TRL

事業 
BRL

制度 
GRL

社会的受容性 
SRL

人協調ロボティク
スのユースケースを通した持続的・発展的な 
事業展開（経済サイクル、事業モデル） 
そして、世界産業に向けた取り組みへ

人協調ロボティクスをインストールした
「生活空間(オフィスビル・マンション・
職場を含む生活空間・介護施設等)」で
の持続的・発展的経済サイクルを有する
事業・産業の実現 
・受益者は誰か 
・誰が費用を支払うのか 
・収益モデルは成り立つか 
などを考え、取り組んでいく。

サブ課題及び各テーマにおける５つの視点の成熟度レベルのブレークダウンの考え方のイメージ

サブ課題１：基盤技術開発 
（テーマ①～⑤）

サブ課題２：社会実装技術開発 
（テーマ⑥～⑧）

技術開発 
TRL

協会・協議会 
省庁連携等 

（持続的な事業体制構築に 
資する社会ルールや導入促進
ルール、府省庁連携、協会・
協議会設置、人材育成等） 

（SIP外の取り組み）

（SIP外の取り組み）
（SIP外の取り組み）

技術開発 TRL

（XRL）

関係省庁、協会・協議会、関連事
業者等とともに連携しながら実施

社会実装計画の考え方や知財・ビジネス戦略等： 
　　　　　研究開発成果（サブ課題１、２を一体的に実施）＋協会・協議会等も活用し業界づくりや導入促進ルール等の調整＋人材育成



スパイラルアップとフィードバックの構造を有する推進方針で研究開発を推進し、社会実装・事業化へと展開していくことで、出口
の科学技術イノベーション・価値創造・社会実装の推進を機動的に実施することが可能となるよう当該課題のテーマを設定し、また、
下記の図に示す通り、ユースケースを通した持続的・発展的な経済サイクル・事業モデルづくりの取り組みとテーマ間連携の取り組
みに対するフィードバックループを構成することで、事業を発明するレベルで取り組んでいき、人協調ロボティクスを世界産業へと
育てていく。

社会実装計画の考え方や知財・ビジネス戦略等： 
　　目標を共有、明確に個別の研究開発テーマを設定、そして、頻繁に相互フィードバック 
　　　（経済サイクル・事業モデル等を日常的に検討し、ユースケースや社会実装出口からバックキャストさせ各テーマを日常的に調整）



　課題目標を達成するための実施体制
PDを中心とした推進体制を構築し、研究開発事業者への細やかな指導・連携と共に、課題全体を力強く推進している。

　　　　　　　　　SIP 

持続的・発
展的な経済
サイクル

研究開発事業者

協議会

人
協
調
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
産
業
の
創
出
・
発
展

関係省庁NEDO（研究開発法人）

国内外の技術動向・社会動向

技術

事業

制度

社会的受容性

人材

PD

協会

省庁間連携

ガバニングボード 
／プログラム統括チーム 

／推進委員会

SIPその他の課題 他PD

社会実装 
５つの視点

他課題との
連携を推進

対外発信・
国際連携

定例会議 定例会議

テーマ⑧ 
パソナ

テーマ① 
筑波大

テーマ⑦ 
セック、HESTA大
倉、東急建設

テーマ⑥ 
CYBERDYNE、　
藤田医科大

テーマ② 
筑波大

テーマ③ 
パナソニック

テーマ④ 
産総研

テーマ⑤ 
アルム

【人協調ロボティクス推進コア】 
PD自ら各コンソの 
指導・連携推進

持
続
的
・
発
展
的
経
済
サ
イ
ク
ル

及
び
協
会
・
協
議
会
等
の
検
討
指
導



当課題における科学技術イノベーション・価値創造・社会実装の推進の仕方
社会実装のプロセスの中での官民連携の仕方

社会実装を出口とした科学技術イノベーション推進に向けた全体の流れ

☞  官民連携での新産業創出連携体として

社会へのインストールのための社会実装プロセスでの官民連携

先端技術 
開発機関群

実用モデル開発

実証試験フィールド 
運用技術開発 
運用体制構築

基盤技術/ 
要素技術開発

先端技術 
開発機関群

安全性検証機関 
群

プロトタイプ 
開発 安全性検証試験

評価

我が国トップレベルの研究開発力・知識を結集	⇒	オープンイノベーション体制へ	
（産業界・大学・研究機関・関係省庁などと連携しSIPの強みを発揮）

評価 評価 評価

Th 1
Th2

・
・
・

Th n

人
協
調
型
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
 

推
進
コ
ア

評価結果を各フェーズの開発等の仕様に反映し、スパイラルアップサイクルを回し続ける

１）当課題では、社会実装技術及び基盤技術を基軸： 
２）技術実現性・事業性の検討・体制設計・管理方式、官民連携の仕方等の基本設計を実施 
３）サブ課題１、サブ課題２及び各テーマの連動をPDが主導し、これと連動して、官民連携
の推進の仕方を検討し、当課題の「戦略及び計画」で明示。

国内外での社会実装活動（企業活動＋官主導での繋ぎ支援）

人協調技術社会実装促進ルール協議会（仮）(官民合同)

人協調サイバニクス協会（仮）（産官学民で活動の継続性・社会受容性）

内閣府スーパーシティ等の活用・連携で社会変革に向けた実証

内閣府→関係省庁との状況共有と社会実装・変革推進に向けた連携活動

人協調サイバニクス人材育成（仮）（官民連携でのイノベーション人材の育成）

　社会実装のプロセスの中での官民連携の仕方



サブ課題１,２ および、各分担研究開発テーマ（①～⑧）

・国立大学法人筑波大学

・パナソニックホールディングス
　株式会社
・一般財団法人日本品質保証機構

・国立研究開発法人産業技術総合
　研究所
・株式会社マテリアルイノベー
　ションつくば
・パナソニックホールディングス
　株式会社

・株式会社アルム

・CYBERDYNE株式会社

・学校法人藤田学園　
　藤田医科大学
・トヨタ自動車株式会社
・サンヨーホームズ株式会社

・株式会社セック
・川崎重工業株式会社
・国立研究開発法人産業技術総合
　研究所
・名城大学
・株式会社キビテク

※ 詳細については、添付の補⾜資料及び「戦略及び計画」をご参照ください。

・国立大学法人筑波大学

・株式会社HESTA大倉

・株式会社パソナグループ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

2023.12～

2023.12～

2023.12～

2023.12～

2023.12～

2023.12～
2024.5.～

2024.5.～

2023.12～

・東急建設株式会社
2024.12.～

2024.5.～

2023.12.～　　①③④⑤⑥⑦
2024. 5.～　　 ②⑦⑧
2024.12.～　　⑦

サブ課題１は要素としての基盤技術、サブ課題２は社会実装技術であり、サブ課題間、テーマ間連携で一体的に当該課題を推進

「早期に契約を結べた他課題に比べて・・・」

参考：SIP14課題のうち３課題については研究推進法人の体制の構築に時間を要し、契約時期が2023年12月頃となったが、急ピッチで推進してもらい、
予定通りのスケジュールで目標達成を実現。追加案件、その後、適宜、公募・採択・契約。




